
－ 1 － 

 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和 4年度 第 1回枚方市総合教育会議 

開 催 日 時 令和 4年 8月 12日（金） 午前 10時 00分から午前 11時 33分まで 

開 催 場 所 市役所別館 ４階 特別会議室 

出 席 者 

＜構成員＞ 

伏見市長、尾川教育長、谷元委員、橋野委員、近藤委員、中西委員 

＜オブザーバー＞ 

清水副市長、田中総合政策部長 

＜説明員＞ 

岩谷副教育長、新内総合教育部長、位田学校教育部長 

欠 席 者 なし 

案  件  名 中学校給食について 

提出された資料等の 

名 称 

・今後の中学校給食に関する方針（素案）について 

・【概要】今後の中学校給食に関する方針（素案）について 

決  定  事  項  

会議の公開、非公開の

別 

及 び 非 公 開 の 理 由 

公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 ５名 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
総合教育部 教育政策課 

 

 

 



－ 2 － 

○伏見市長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和４年度第１回の総合教育会議を

開会いたします。 

  総合教育会議は、教育委員会と私が直接意見を交換する大切な機会ですので、有意義な協議の

場となるよう、皆さん、忌憚のないご意見、ご提案、ご発言をいただければと思います。よろし

くお願いします。 

  今回は、教育委員会から、「中学校給食」をテーマとして会議開催の求めがありました。去る

８月９日には、教育委員会において、中学校給食を全員給食とする旨の方針素案が取りまとめら

れたとのことです。本日はこのテーマで、皆様と意見交換をさせていただきたいと思います。 

  それではまず、教育委員会におけるこれまでの検討経過、審議内容、また本日の会議で中学校

給食を取り上げることの意義について、教育長から発言をいただきたいと思います。お願いしま

す。 

○尾川教育長 改めまして、教育長の尾川です。よろしくお願いします。 

  先ほど、市長からご説明いただきましたが、中学校給食の全員給食に向けた取組を着実に進め

ていくため「今後の中学校給食に関する方針（素案）」を取りまとめました。 

  まずは、私から簡単にこれまでの検討経過を含めて冒頭説明させていただきまして、その次に、

お手元資料の「今後の中学校給食に関する方針（素案）」に基づきまして、新内総合教育部長か

ら説明をさせていただきます。 

  その後に引き続きまして、教育委員の皆さんから、それぞれ意見表明をしていただきたいと思

っております。 

  それではまずは、私からこれまでの検討の経過を含めて簡単にご説明いたします。 

  今後の中学校給食に関する方針に関しましては、令和３年１１月から令和４年３月まで、５回

にわたりまして、「枚方市中学校給食あり方懇話会」を開催し、ご意見を伺いました。その後、

６月議会でのご意見もお聞きしながら、７月８日から２１日まで、市立小中学校の児童生徒及び

その保護者を対象に「中学校給食に関するアンケート調査」を実施し、これらの結果を踏まえま

して、７月２８日に教育子育て委員協議会（所管事務調査）に、「今後の中学校給食に関する方

針（素案）骨子」をお示しし、ご意見を伺ったところでございます。 

  これらの手続きを経まして、８月９日に教育委員会で協議した結果としまして、中学校給食の

全員給食に向けた取組を着実に進めていくため、「今後の中学校給食に関する方針（素案）」を

取りまとめました。 

  結論といたしましては、懇話会からの意見や、令和４年７月のアンケート結果を踏まえますと、

すべての生徒が「中学生にとってふさわしい給食」を食べることができる環境を整備し、すべて

の生徒の健全な成長を支えていくために、大前提となる安全安心な給食の提供を継承しつつ、コ

ロナ禍などの影響があったとしても、持続的に給食を提供可能な体制を整えた上で、中学校給食

の全員給食に向けた取組を着実に進めていく必要があると、整理をさせていただいたところでご

ざいます。 

  教育に関しましては、中学校給食以外でも、支援教育の見直しやタブレット端末の更新、学校

施設の長寿命化など、今後も多額の経費を要することが想定されますが、教育は未来の先行投資
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であり、これらいずれの事業も、教育委員会としては優先順位の高いものであると考えておりま

す。 

  一方で、本市の財政事情も踏まえながら、中学校の全員給食を進めていく必要があると考えて

おりますことから、より効果的で効率的な手法として、センター方式で、食缶方式を採用し、セ

ンターの整備手法については、ＰＦＩの活用を優先的に検討するなど、提案をさせていただいて

いるところでございます。 

  なお、教育に必要な経費につきましては、特定財源の活用も含めて積極的に検討しながら、特

に中学校の全員給食に必要な経費については、今後さらに財政担当とも調整しつつ、実現に向け

て努力してまいりたいと考えております。 

  それでは、新内総合教育部長から、素案と今後のスケジュールについて説明をさせていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○新内総合教育部長 それでは、「今後の中学校給食に関する方針（素案）」について、ご説明い

たします。 

  案件資料１ページをお開きください。 

  ただいま、教育長からの説明にありましたように、今後の中学校給食の持続可能なあり方、生

徒にとって望ましい給食のあり方の検討を進めるにあたり、「枚方市中学校給食あり方懇話会」

におきまして、有識者やＰＴＡ、学校関係者からいただいたご意見や、「中学校給食に関するア

ンケート調査」の結果や市議会からのご意見等を踏まえまして、「今後の中学校給食に関する方

針（素案）」を取りまとめました。 

  ２の「内容」につきましては、別紙「今後の中学校給食に関する方針（素案）」について、概

要を用いてご説明させていただきます。 

  概要「今後の中学校給食に関する方針（素案）」の１ページをご覧ください。 

  枚方市の中学校給食の現状と課題について（総括）でございますが、ここでは、これまでの中

学校給食の総括を行っております。 

  左の四角「中学校給食実施にあたっての検討経過」では、中学校給食の検討からスタートする

まで、平成２３年から平成２８年までの本市における中学校給食実施にあたっての検討経過を示

しています。 

  次に、右の四角「喫食率」ですが、中学校給食がスタートした平成２８年度では２４．３％だ

った喫食率が、令和３年度には３５．１％と徐々に上がってきています。 

  この間、喫食率５０％を目標に、喫食率向上に向けた様々な取組を行っています。 

  「魅力の向上」といたしまして、フルカラーの献立表を全生徒・教職員へ配布することや、郷

土料理や世界の料理の提供、ご飯の量の選択を可能とするなどの取組を行いました。 

  「利便性の向上」といたしまして、給食のインターネット予約や給食費のコンビニ・クレジッ

トカード・自動口座振替による決済ができるようにしました。 

  「ＰＲ・情報発信」として、小学６年生を対象とした中学校給食試食会や給食ＰＲ動画の作成

などを行っております。 

  しかしながら、中学校給食に関するアンケートによれば、「ほかに給食を食べている生徒がい
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ない」や「みんなで給食の準備をしないので面倒」などといった子どもたちの声があり、他方で

は、別紙「今後の中学校給食に関する方針（素案）」の１７ページの大阪府内の中学校給食実施

状況でもお示ししていますけれども、大阪府内でランチボックス方式から食缶方式に見直す自治

体が増えています。ランチボックス方式の減少に伴いまして、什器や保温カートなどのコスト上

昇、受託業者が限られてくるなどといった持続可能性に課題が出てきている状況でございます。 

  こうしたことから、今後の中学校給食のあり方、生徒にとって望ましい給食のあり方を検討す

る必要があると判断したところでございます。 

  次に、２ページをご覧ください。 

  今後の中学校にふさわしい給食についての基本的な考え方です。 

  左の丸四角、「枚方市中学校給食あり方懇話会」では、「ランチボックス方式では食事の量の

調整が難しい」「選択制では食育が限定的」など、「栄養・健康」「教育・食育」に関する意見

や、「食缶方式」による「全員給食」で、調理場は「センター方式」が望ましいという意見が多

く出されました。 

  次に、右側の丸四角、「児童・生徒・保護者へのアンケート調査」では、多くの保護者から

「全員給食が望ましい」「栄養バランスが取れる」などの意見がありました。 

  一方で、多くの中学生からは「選択制給食が望ましい」「量が多い・少ない」などの意見があ

り、小学生の半数弱が「全員給食が望ましい」、半数強が「選択制給食が望ましい」との意見が

ありました。 

  また、１日の食事回数の質問では、３食食べているという回答が９割を超えている一方で、朝

食を食べていないという回答が次に多い結果となりました。また、１日１食と回答した小学生が

１９人、中学生が３人ございました。 

  アンケートの詳細につきましては、別紙「今後の中学校給食に関する方針（素案）」２０ペー

ジからの「中学校給食に関するアンケート調査結果の概要」をご参照いただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

  次に、２ページに戻りまして、下の図、「懇話会で検討した以外の社会情勢の変化」では、新

型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ侵攻に起因する原油価格高騰等の影響、また災害

時等の状況を考えると、十分な食事がとれない、また家庭における家計負担の増加により、持参

する弁当の量を減らすことなども想定されます。 

  こうしたことの影響を受けず、子どもたちの栄養確保のバックアップという面で、中学校全員

給食にすることが望ましいと考えております。 

  ３ページをご覧ください。 

  「望ましい栄養量の摂取」「多様な食に触れる」「食に関する重要な教材」「望ましい食習慣

の形成」「食に関する実践力」「児童生徒の食生活の改善」、これら学校給食に期待できる事項

が中学生にとってふさわしい給食のあり方だと考えられています。 

  中学校給食のあり方懇話会の委員からは、「給食だけでなく昼食自体を食べていない子どもが

いる」や「コロナ禍による貧困はなかなか見えてこないが、中学生の食に大きな影響が及んでい

ることが懸念される」などといった指摘があり、アンケート調査の結果から、１日３食食べてい
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ない生徒の中に、給食を食べていない生徒が存在することが分かりました。誰一人取り残される

ことなく、１日１食でも栄養バランスのとれた食の確保ができる環境づくりが必要となっており

ます。 

  こうしたことから、ページ中ほど、二重四角で囲っている部分ですが、すべての生徒が「中学

生にとってふさわしい給食」を食べることができる環境を整備し、すべての生徒の健全な成長を

支えていくために、中学校給食の全員給食に向けた取組を着実に進めていく必要があると考えて

います。 

  次に、ページ中ほど、左の丸で囲っている「給食の提供方式等」についてですが、こうした考

えから、センター方式の採用で、食缶方式。給食費は現行の１食３３０円の想定で、食物アレル

ギー対応や完全給食の献立、配膳室の整備を行うことを示しています。 

  その下の「実施に向けた取組」では、安全安心では、学校給食衛生管理基準やハサップなどに

基づき、徹底した衛生管理を行うものとし、栄養バランスのとれた、健康面にも配慮した主菜・

副菜・牛乳からなる完全給食の献立を作成します。 

  加えまして、すべての生徒が同じメニューの給食を喫食するというメリットを生かした食育に

取組むとともに、給食に係る職員の配置、給食の時間の設定、給食費の徴収など、様々な課題解

消に向け、取組を進めます。 

  また、すべての生徒が給食を喫食できるよう、就学援助や生活保護等の受給家庭には、引き続

き、給食費が支給されるものとします。 

  次に、右側の丸四角の「調理場の整備」です。 

  現行の第一学校給食共同調理場で、調理能力が最大、１日６，０００食の一部改修を行うとと

もに、新たに１日６，０００食の調理が可能な給食センターを整備することで、安全安心な給食

を安定的・継続的に提供できる体制を構築します。 

  新たな給食センターの整備手法としては、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入を優先的に検討することと

します。ＰＦＩ手法を導入した場合には、施設整備費の平準化が図られ、センター開設後の給食

提供が１５年から２０年継続できることが担保されるものと想定していますが、今後、教育委員

会と市で協議・検討を重ねた上で、実施計画等を策定し、令和５年度には可能性調査を実施した

いと考えています。 

  次のページをご覧ください。 

  年次スケジュールですが、令和８年度に全員給食実施を予定しておりまして、現状で想定して

いるそれまでの年次スケジュールをお示ししています。 

  令和４年度、今年度につきましては、８月に「今後の中学校給食に関する方針（素案）」を作

成し、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法・整備用地等の検討を行います。９月にパブリックコメントを実施し、

その後、１２月に方針の策定、実施計画の策定、ＰＦＩ事業の可能性調査に係る予算の計上を考

えています。 

  令和５年度は、予算が可決されることが前提となりますが、４月にＰＦＩ事業の可能性調査、

並行して、各中学校の配膳室の調査、各校の調整を行いまして、先行導入校での全員給食に向け

た調整を行います。 
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  令和６年度は５月に新調理場の事業者選定、６月から設計・建設を行い、並行して、第一学校

給食共同調理場の改修を進め、１０月に中学校の配膳室の設計を行います。 

  令和７年度は８月に、改修した第一学校給食共同調理場において先行導入校で全員給食を実施

し、１２月から新調理場の開設準備を行います。 

  そして、令和８年度には全員給食の実施となります。 

  それでは、恐れ入ります、案件資料にお戻りください。 

  案件資料の３ページをお開きください。 

  ３の今後の予定でございます。 

  ８月９日の教育委員会臨時会において、「今後の中学校給食に関する方針（素案）」を決定い

ただきました。 

  その上で、本日８月１２日の総合教育会議で市長と教育委員会の意見交換を行っていただき、

８月２６日予定の教育子育て委員協議会において、「今後の中学校給食に関する方針（素案）」

を報告いたします。 

  ９月のパブリックコメントを経て、１０月の教育委員会において、「今後の中学校給食に関す

る方針（案）」を報告、１１月の教育子育て委員協議会において、「今後の中学校給食に関する

方針（案）」を報告、１２月に「今後の中学校給食に関する方針」を策定する考えでございます。 

  ４の事業費・財源及びコストでございますが、事業費については、まだ庁内調整が整っており

ませんので、あくまで概算でお示ししています。 

  新たな共同調理場の整備をＰＦＩ手法で実施する場合の可能性調査委託料として、２，０００

万円を債務負担行為で１２月補正に計上する予定でございます。 

  ここでお示ししている以外の現時点における概算・試算でございますが、現在の選択制３，８

００食規模でのランニングコストは、約４．２億円、これに対しまして、全員給食１２，０００

食のランニングコストは、約７．９億円と想定しています。 

  予算につきましては、特定財源の活用も視野に入れて、特に中学校の全員給食に必要な経費に

つきましては、今後さらに、財政担当とも調整してまいりたいと考えております。 

  説明は以上でございます。 

○中西委員 私の意見を述べさせていただきます。 

  私は現役を引退するとき、練習など、トレーニングに関してはやり切った思いで後悔はありま

せんでしたが、もっと栄養について知識をつけておけばよかったと少し後悔しているので、引退

してから栄養関係の資格を取りました。アスリートだけでなく、人は体を動かすエネルギー源は

食べることです。食べることによって、体や脳を動かします。中学生男子で運動量が少ない生徒

でも、１日２，０００キロカロリー必要です。成長期なのでカロリーだけでなく、栄養バランス

も重要になってきます。お弁当では一汁三菜は難しく、加工品なしも難しいです。好きなものば

かりになってしまう可能性もあります。共働き世帯も増え、成長期の子どもたちに栄養バランス

が考えられた給食は、親としてもとても重要だと思います。 

  市内の小学校で講師をされている知り合いの先生から、金曜日に給食を食べてから、土日に家

でご飯を食べていない児童がいると聞きました。その先生は、子どもたちに朝何を食べたか、月
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曜には、昨日何食べたかという話をよくしていたそうで、独自に調査もされたそうです。食べて

いないので排便も少なく、明らかに栄養不足のようでした。食べて体を作ることを基本としてい

た私は衝撃を受け、そのことが頭から離れませんでした。その子たちが今中学生になっています。

全員給食ではありません。今どうしているのでしょうか。 

  ２０１０年に起きた大阪二児餓死事件や、２０２０年に福岡で起きた餓死事件など、子どもが

餓死をする事件が後を絶ちません。このような事件が後を絶たない中、枚方でも起こらないとは

言い切れないように思います。栄養士が季節に合わせたメニューで、栄養バランスがとれた食事

を１日１回は最低限必要だと思います。 

  先日、第一共同調理場を視察し、給食を試食してきました。七夕に、だしの味がしっかりつい

たおそうめん、季節や行事に合わせたメニューで、とてもおいしかったです。中も少し見させて

いただきましたが、中学校給食を仕分ける場所がとても多く、話を聞くと、中学校給食の調理員

さんは、小学校給食の調理員さんより２時間早く出勤しているとのことでした。食事の量はみん

なそれぞれ違います。たくさん食べたい子も、少ししか食べられない子も、栄養満点の給食を全

員給食にし、選択制ではなく、ランチボックスでもなく、生徒間の格差をなくし、みんなで同じ

ものを食べられる食缶方式になることを私は希望します。小学校では食育について学んでいるよ

うに思いますが、成長期真っただ中の中学生にも食育をもっと推進し、給食を通して知識を得る

など、学んでいける仕組みづくりも大事だと思います。 

  枚方市教育大綱にもあります「一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち」になるために、

１日でも早い中学校給食が開始されることが望ましいと考えます。この観点から、今回作成した

方針（素案）にもその趣旨が盛り込まれており、中学校給食の導入が必要であると考えます。 

  以上です。 

○橋野委員 私からも、中学校給食について意見を述べさせていただきます。 

  コロナの影響もあり、これまで行けなかった学校訪問も、本年度よりまた多くの学校を訪問さ

せていただいています。中学校の配膳室を改めて視察させていただくとともに、第一学校給食共

同調理場にも視察させていただいています。また、牧野小学校では、単独調理場で児童たちのた

めに給食を作ってくださった調理員さんたちに、給食当番の児童たちがお礼を言いながら給食を

受け取る姿を見ていると、学校敷地内にある単独調理場はとてもよかったです。 

  小倉小学校では、１２時１５分に授業が終わり、６年生の４０人学級のように人数の多いクラ

スでも、１２時３５分には食べ始められるとのことで、他校でも、大体２０分ぐらいで給食の用

意ができるとのことでした。中学校においては、時間割の調整は必要ですが、食缶方式になって

も配膳にそれほど問題はないのではないかと思いました。 

  令和３年２月の臨時的な給食提供についてのアンケート調査結果を見ても、中学校給食を食べ

たことがないと回答された生徒が約半数いました。知り合いから聞いた話で、予約システムの登

録は難しく、２学期から初めて中学校給食を利用させたいのですが、パスワードやＩＤが分から

ないので、つい後回しにしてしまう。このようなご意見をお聞きしました。もちろん教育委員会

では、Ｑ＆Ａで示していて、おいしい給食課に連絡してもらい、学校を通して、パスワード、Ｉ

Ｄの連絡がもらえるようになっているのですが、毎日忙しくされていると後回しになってしまう
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のが現状だと思います。幸いご意見をいただいた保護者の方からは、おいしい給食課に連絡され、

９月より中学校給食を利用されるとのことでした。おいしい給食課の丁寧な対応に感謝の言葉を

いただきました。喫食率が上がらなかった理由の一つに、このような保護者も少なからずおられ

るのではないかと思います。 

  食育は分かっていても、家庭で作る献立はパターン化しがちで、私は中学生の成長の時期にも、

栄養バランスやみんなで一緒に同じものを配膳して食べることによる生きた教材として、多くの

ことを学ぶ教育として、また体はもちろん心の栄養としても、中学生の全員給食が必要だと考え

ます。 

  この観点から、今回作成した方針素案にもその趣旨が盛り込まれており、中学校の全員給食の

導入が必要であると考えています。 

○近藤委員 ８月９日でしたけれども、教育委員会の臨時会で述べさせていただいた意見でござい

ます。 

  平成２１年大阪府公立中学校スクールランチ等推進協議会最終結果の答申のまとめも調べさせ

ていただいて、その折、平成２０年５月の集計、当時で言いますと、大阪府の公立中学校の完全

給食実施状況は７．７％、全国が８０．５％という遠く及ばない状況でありました。 

  ところが、平成２３年大阪府補助制度が創設されまして、平成２５年には「中学校給食に関す

る実施手法等に関する方針」ということで、中学校給食の必要性が示され、令和２年には大阪府

公立中学校実施率は７９．７％で、全国が８５．３％でございますので、この十数年間で全国に

追いついてきたという状況でございました。 

  今や大阪府下の市町村におきましても、中学校は全員給食という大きなトレンドがあります。

提供手法でいいますと、食缶、あるいはランチボックス等々ございます。また、調理手法につき

ましては、センター方式、民間調理、あるいは自校方式、親子方式など違いはありますが、中学

校の全員給食は、この１０年間でのご家庭の共稼ぎ世帯のニーズ、あるいはコロナ禍での経済格

差の課題も含めまして、生徒の食育の観点からも、本市においても早急に取り組むべき教育課題

と感じています。 

  ２０２２年３月２５日、第５回枚方市学校給食あり方懇話会で、専門家の今城委員の「枚方市

は前向きに検討する時期ではないですか」「健康上、教育上、なぜ全員喫食としないのですか」

「あるいはできない理由を明らかにすることも必要ではないですか」等々のご意見を述べられて

おり、私自身も全く同感でございます。 

  令和３年度の普通会計の決算の状況では歳入総額が大きく減少したとはいえ、事業の優先順位

からは外せない教育事業の一環と考えております。 

  先ほど述べていただきましたとおり、特定財源の活用等も含めまして、積極的検討を重ねてよ

ろしくお願いしたいと考えております。 

  以上でございます。 

○谷元委員 私からは、主に食育という観点で意見を述べたいと思います。 

  成長期にある児童生徒にとって、健全な食生活は、健康な心身を育むために欠かせないもので

す。中学生の時期というのは、食べ盛り、飲み盛りの、まさしく成長期にあると言えます。 
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  また、心身の健全な発達のため、栄養バランスの取れた豊かな食事が必要です。 

  学校給食は、児童生徒の健康の増進、体力の向上を図ることはもちろん、食に関する指導を効

果的に行うための重要な教材として、給食の時間はもとより、各教科等において活用することが

求められています。 

  学習指導要領には、食育の推進が位置づけられており、児童生徒が食に関する正しい知識を身

につけ、自らの食生活を考え、望ましい食習慣を実現できるよう、学校教育活動全体で効果的な

取組が必要であると明記されています。 

  今、中学校給食で私が感じている課題は、食育の推進です。 

  小学校では、給食の時間になると子どもたちと給食の用意をし、完食することを目標に給食を

いただいています。好き嫌いの多い小学生の時期に完食をすることは、指導する側にとっても、

子どもたちにとっても簡単なことではありません。ですが、みんなで同じものを食することで、

嫌いなものでも少しずつ食べることができるようになった子どもは、多くいます。完食すること

を無理強いせず、嫌いなものが少しでも食べることができれば、みんなで喜び、子どもたちも励

まし合いながらみんなで給食を食べることを楽しんできました。給食当番の子は、毎日、今日の

献立をみんなに紹介しています。 

  小学校では、「給食は教育の一環である」という認識が一般的であり、学校全体で食育の取組

を進めています。今は、コロナ禍で、子どもたちは飛沫防止ガードを机に置き、黙食で給食時間

を過ごしています。以前のように、グループになって楽しくおしゃべりをしながら、おいしく給

食をいただいてはいないようで残念です。 

  中学校では、給食献立コンテストに積極的に参加する生徒も多くおり、入賞作品は中学校給食

にも登場し、大変好評のようです。献立表の裏面にはレシピも掲載され、生徒が自分でも作れる

よう工夫されています。 

  中学校では、小学校給食と比較して、給食での残食が多い傾向にあります。小学校での残菜率

は、令和２年度、平均３．９％、令和３年度、平均４．９％でした。中学校での残菜率は、令和

３年１２月の調査では、多い日で残菜率が３０．６％、少ない日で１０．８％であったと報告さ

れています。残食の多さの原因として、ランチボックスなので蓋をしてしまうと残しても分から

ない。再加熱の必要があり、色合いが茶系となりやすいなどが報告されています。 

  中学校では、総合的な学習の時間で、ＳＤＧｓの取組が進んでいます。ＳＤＧｓの学習で、フ

ードロスの問題を考えている中学生も多くいる中、これほど給食を残しているとは、私も思って

いませんでした。 

  中学校給食で残食が多い理由の一つに、食育が進んでいないことが想定されます。また、中学

校は栄養教諭の配置が少なく、食育に関する教員の指導が行き届かないことも起因していると考

えられます。つまり、生徒全員を対象とした統一的な食に関する指導が、中学校では困難な状況

にあるといえます。 

  中学校給食あり方懇話会の委員で、摂南大学農学部の今城安喜子先生は、文科省が食育の実施

を通達している中、学校全体で食育を進めていく必要があり、先生一人ひとりが食育をしていか

なければならないという意識づけが必要です。課題のある食生活を解決するには、給食を手本と
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するのがよいのではないかと思います、と懇話会で意見を述べておられます。その他、全員給食

を実施することで効果が期待できることとして、６点挙げておられました。 

  １点目は、とにかく給食は栄養バランスに優れている。 

  ２、継続的にみんなが食べることができる。 

  ３、生徒間に格差ができない。これは、教育的にとてもよいことである。 

  ４、効果的な食育を推進することができる。 

  ５、給食を教材として利用することで、食育の時間の確保ができる。 

  ６、みんなで食べることで、マナーについても考えることができる。 

  最終的には、「食の自立」ができるようにすることを目標にするとよいと思います。と助言を

いただきました。食育の推進と充実を図るには、全員給食が一番の手段であると思いました。 

  私は、枚方市の中学校給食が成長期の中学生を誰一人取り残すことなく、すべての生徒が平等

で健全な学校生活を過ごせるよう、小中一貫した全員給食が必要であると考えています。この観

点から、今回作成した方針（素案）にも、その趣旨が盛り込まれており、中学校の全員給食の導

入が必要であると考えています。 

  以上です。 

○尾川教育長 私から少し補足させていただきます。先ほど新内部長からも説明があったところで

はありますが、特に、私が一番感じていましたのは、新型コロナとかウクライナ情勢の影響とい

うようなことも、しっかり考えていくべきではないかということ、また、災害時のバックアップ

機能という視点で、全員給食はセーフティネットになるという趣旨も非常に大きいのではないか

と。特に最近、日本も青森とか豪雨で大変な状況があり、そういう時のことも考えますと、もと

もと災害時の対応ということで、共同調理場も入れていただいていると思うのですけれども、そ

ういう意味において、その学校については、基本的に仮に災害が終わっていなくても早めに給食

に復帰させていくというのが前提になっていますので、そういう意味でも、しっかり全員給食を

実施しておくということが必要ではないかなということを感じています。 

  あと、今回、アンケートを見ましても、先ほどの説明の中にもあったのですが、１日３食食べ

ていない生徒の中には、給食を食べていないというような生徒がいらっしゃったり、あとアンケ

ートの回収率が低いので、このデータはちょっと本当にそうかというところはあるのですけれど

も、就学援助世帯の中に、お弁当やパンを持参している家庭があったりですとか、要は給食を選

択していない。本来であれば、就学援助で補助が出ますので、給食を選択していただいたらいい

のですけれども、わざわざ選択せずにパンを持参されているとか、あとは１日２食で昼は食べて

ないというお子さんもいらっしゃるというデータも出てきております。それぞれご家庭の事情が

ありますので、そこを市としてどうこうということではないのですが、少なくとも枚方市の中学

校の生徒が誰一人取り残されることなく、１日１食でも栄養バランスの取れた食の確保というこ

とがやはり重要と思っておりますので、その点、先ほど申し上げましたが、中学校給食というの

はセーフティネットの役割という面も含めて、非常に大きくなっています。これは早急に全員給

食に向けて取り組むべきだというふうに考えております。 

  以上です。 
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○伏見市長 それぞれ委員の皆さんのご意見をいただきました。本当にいろいろな観点があります

ね。非常に気になりましたのは、今の教育長の話、１日３食食べていない。アンケートにもあり

ますけれども、１日１食とか２食、その子どもたちが給食を選んでくれているかというと、必ず

しもそうではない。大半は選んでくれているとは思いますが、そうではない子どもさんもいらっ

しゃる。これは家庭の状況とか様々な要因があるとは思うのですけれども。現場の状況というか、

中西委員、保護者の皆さんからうかがい知るような機会というのはありますか。 

○中西委員 私は、知り合いの先生から直接聞きましたけれども、ものすごく衝撃を受けて、土日

食べていないって聞いたときに、そんな子がいるんだと思ったのと、そういう子たちが長期休み

に入ったときにどうしているのだろうって、そのことがずっと頭から離れなかったのです。なの

で、今日、こういうふうに意見を言えるのがすごくよかったなと思いました。やはり給食を通し

て栄養を取ることによって、心も穏やかにというか、落ち着くことも絶対あるので。先生がアン

ケート取った子どもたち、そのときは、五、六年生だったので、今、中学生になっていますが、

どうしているのだろうとすごく気になります。 

○伏見市長 橋野委員は、どうですか。先ほど、災害時とかウクライナの問題、円安とか、いろい

ろな要素、問題の中で物価が高騰してきている。そういう中で、家庭によっては、そのことによ

る影響が、例えばお弁当とかパンを購入されている場合も、影響があると思うのですけれども、

どうでしょうか。 

○橋野委員 そうですね。本当に一つ一つの物がどんどん高くなっていって、家庭で作るのもちょ

っとたいへんになっていますね。いつもだったら普通に買っていたものも買えなくなったりとか

しているので、家で少し減っているなら、給食でしっかり栄養を取っていただけたら、保護者と

しては、少し安心するところはあります。 

○伏見市長 家庭でお弁当を作る、その役割を各ご家庭でどのように分担されているかということ

もあると思いますが、メニューを考えたり、おかずをどうしようかとか、そういう悩みなどがあ

って、栄養のことよりもいつの間にか違う要素が考えられたりすることも実際あるのでは、と思

うのですが、どうですか。 

○橋野委員 栄養を取ってもらうのが子どもにはいいと思うのですが、やはり事前におかずをたく

さん作っておいて、お弁当にも同じものが入るとかが私はありました。でも、やはり少しでも違

った食材で作るのがいいのでしょうね。 

○伏見市長 あとはスポーツされている子だけではなく、やはりすべての子どもたちがそれぞれ必

要な栄養とか量とかを確保することが必要であると思いますし、そこに給食、子どもたちにとっ

ては給食という要素が入って、この給食が大きな要素になっているところもあるのかなと。 

○中西委員 給食は、栄養バランスがよくて、手作りなので、やはり加工品ではなく手作りという

よさが絶対あります。また、私はそんなことはなかったのですが、食缶方式になると、女の子は

もしかしたら少なめのほうがいいとか、一方、いっぱい食べたい男の子たちもいて、そのバラン

スを食缶方式は取りやすいなとすごく感じます。ランチボックスだとご飯の量しか増やせないん

ですが、食缶方式だと、いっぱい食べるとフードロスの減少にもつながるかなと思います。 

○伏見市長 先ほど、谷元委員から、摂南大学の今城先生のいろいろな給食の役割ですね、そうい
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うことについてのご発言いただきましたけども、今の食育について、これもやはり子どもたちに

とっては給食というところに関わる食育の役割が非常に大きいというふうに、私、認識するとこ

ろなのですが、今の食缶の話にありましたけれども、今のランチボックスと食缶方式を考えると、

そういう意味でも食育という観点においては、食缶のほうが望ましいという考えになるのでしょ

うか。 

○谷元委員 そうですね。私も退職してから、ランチボックスの中学校給食を試食したことがあり

まして、そのときは、簡単に用意できて食べやすいし、おいしいと思ったのですね。 

  先月、第一共同調理場に、小学校給食の視察を兼ねて試食もさせていただきました。先ほど、

中西委員が言われましたけれども、その日の献立を見ますと、高野豆腐の含め煮と夏野菜のかき

揚げ、そうめん、ご飯、牛乳などですね。その献立には、このように書かれていました。紹介し

ますと、そうめんは小麦粉から作られた麺です。日本では夏に冷やして食べることが多いです。

昔から七夕には、天の川に見立てて長生きできますようにと願いを込めて食べられてきました。

今日は、温かい汁と一緒に食べてくださいね。暑い季節を元気に過ごしましょう。こういったこ

とを子どもは給食当番として毎日伝えたりしています。１年生から６年生までいますので、それ

ほど難しいことは分からないのですが、やはりそうやってみんなでおいしく食べながら、中を見

ますと、そうめんの中に星の形をした柔らかい黄色のかまぼこが入っていたのですね。調理員さ

んが手作りで作られていたと思うのですが、そういうことをやはり栄養教諭がすごく工夫されて

いるのですね。子どもたちのために考えた献立について、話をしながら食べることで食育が進ん

でいるのではないかなと思いました。 

  一方、中学校では、先ほど言いましたように、給食献立コンテストというのがあって、それに

はたくさんの子どもが参加しています。それが一番、食育に結びついているのかなと私は思うの

ですが、７００人以上がそれに参加していて、非常に好評だったのですが、強いて言いましたら、

中学校の５校がそれに参加していて、残り１４校は参加していないということを聞いて、少し残

念な思いをしています。ですから、やはりそういったことも今後、もっと広めていって、中学生

が自分で献立を考えて作ったものが中学校の給食で出ると。それも、今後食缶方式にしていくこ

とによって、見栄えもそんなに変わらずにおいしいものがいただけるのかなと。試食したときも、

やはり小学校の給食って、本当に温かくて。一方、中学校の給食が、ちょっと人気ないのはそう

いうことなのかなというふうに思ったのですね。だからみんなで同じように用意して、やっぱり

子どもによっては、生徒によっては、この子はたくさん食べるとか、この子はちょっと小食だと

か、この子ってちょっと好き嫌いがあるとかね、お互いに分かる関係にできるのですよね。小学

校でもそうなのですけれど。それもすごく大事なことだと思います。 

  アンケートの生徒の意見の中で、やはり格差があるのではという意見もありました。多感な中

学生という時期に、お弁当であるとか、おにぎり食べている子とか、パン食べている子とかの中

で、そういう意味で心に感じるようなものがある子もいるのかな。やはりこれよりは、全員同じ

ものを食べながら、食についても考えることを給食という時間で行っていくことが今後、本当に

必要になってくると思います。食缶も、私たちがいたときよりも、保温性がすごく上がっている

ようなのですね。だからなおさら温かいものが食べられるということを聞いています。 
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○伏見市長 先ほど、近藤委員から、これまで大阪府においては中学校の学校給食の実施率が、平

成２１年のときには７．７％、私も非常によく覚えているのですが、全国では８０％を超える状

況の中で、大阪が全国の中で断トツの実施率の低さ、ちょっと驚きました。その後、令和２年に

は７９．７％ということで、かなりこの間実施率が上昇してきまして、枚方市の場合は選択制と

いう判断の中でこれまで進めてきたのですけれども、以前と比べると、ないところからこのよう

に選択制で実施するようになった。さらに、ここから全員給食というところに進んでいくという

ことにおいて、その意義について、どのようにお考えになりますか。 

○近藤委員 先ほど、食育という観点で、谷元委員が述べられたとおりで、先般、アンケートを取

られて、その回答率は低かったのですが、１日３食ではなく、２食、１食の方もいらっしゃると。 

  アンケートでは、小学校においては１日１食の方が１９人ほどおられることになります。この

アンケートの回収率は小学校の児童では２７．１％ですので、実際にはこの３倍はおられるであ

ろうという想定をしますと、その３倍で５７人。 

  中学校では１日１食の方が３人ほどになります。９．４％の回収率で９５５人の中に３人は1

食しか食べていないということは、その１０倍程度と想定しますと３０人。ざっくりいうと、小

中合わせて約９０人は１日１食しか食べていないということになります。 

  また、先ほど、中西委員からも出ましたけれども、土日はどうなっているのかというところも

合わせて考えると、食のセーフティネットということでは、喫緊に対応が必要であろうというこ

とは容易に想像がつくのかなと。もちろん、行政の予算全体の中でどうやりくりをしながら、こ

の事業を進めていくかということを考えていかねばならないわけですが、やはり喫緊の課題であ

ることは間違いないと思います。 

  私は、一般企業に勤めている中で、ものすごく感じることがございまして、このコロナ禍の中、

約２年半での経済疲弊というのはすさまじいものがあるなと。ましてや、ウクライナ侵攻という

戦争が同時に起こって、サプライチェーンが潰れるとか、また、エネルギー問題もあります。さ

らに円安も。もう三つも四つも同時にかかってくることで、企業の中で様々な改革をしていかな

いと進んでいけないという状況は、肌身をもって日々感じております。そんな中で、どうやって

いくのか、解決の手法をどう見出して進めていくかということが非常に肝要であって、今、まさ

に次世代を担う子どもたちに対して、どのようなサポートをしていけるのか、優先して取り組ん

でいくべきことを見出し、進めていくことが必要であるというように感じております。 

○伏見市長 今、学校教育の中の食育に割いている時間というのは、実態として、座学で多くの時

間を割くようなことはしていないのでしょうね。子どもたちの食育において、いろいろなことを

学ぶ教材として、学校給食の中で様々なことを体験できるようなことが、これからは欠かすこと

はできないのでは、と思っています。このことは食育だけではなくて、どのようなことにも通じ

ると思うのですが。座学だけで行っても身につかないというような。そういう観点で、学校給食

というのは、食育の面でも非常に大きな役割があるのかなと思います。これは食べるだけではな

くて、準備するところからあると思います、考える機会というのは。それをやるかやらないかで

全然違う。また、ランチボックスと食缶でもまた違うのではないかと思います。ランチボックス

は、運んでくるのは、生徒がやっているのですよね。 
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○橋野委員 配膳室に取りに行き、自分で出して。 

○伏見市長 各教室で、取りに行くのかな。取りに行って、人数分持って来るのですか、教室に。

一人一人が行くのですか。 

○小林課長 学校によって違いますけれど、多くは一人一人が取りに行っています。配膳室まで、

一人一人が自分の分を取りに行きます。ですから、その間にお弁当を持って来ている子とか、パ

ンを持って来ている子は、もう食べ始めているのですね。給食を選択した生徒だけは、配膳室ま

で取りに行って、距離がある教室だったら、少し時間がかかってということになっています。 

○岩谷副教育長 小林さん、それそうなのかな。クラスで一括して取りに行って、配膳テーブルに

置いて、クラスの子たちがその持って来たものから自分のものを取りに行く学校のほうが多いの

ではないかな。 

○小林課長 まとめてというところもありますし、一人一人がというところもあります。その比率

がどうなのか、調べていないのですが。 

○伏見市長 学校によって違うということだね。 

○小林課長 はい。違います。 

○伏見市長 共通のルールがあるわけではなくて、学校によってやり方があるということかな。大

体こういうやり方か、または、こういうやり方かというものがあるのだろうけれども。 

○尾川教育長 コロナ禍で少し変わってきている可能性はありますね。やはり自分が食べるものは

自分で、というふうになってきている可能性もあるのでは、と思います。 

○小林課長 喫食率の高いところはまとめて取りに行っているところは多いと思います。 

○谷元委員 先日、中学校に行って校長先生と話しをしましたら、やはり各学校によってまちまち

なのですよ。小学校は給食の時間としてきちんと設けられていますけれど、中学校は給食の時間

ではなく、昼休みなのです。ですから、給食のランチボックスも当番の人が取りに行って、そし

て帰ってきて食べる学校もあるのですが、そうではない学校は、当番の子が帰ってきたら、もう

「いただきます」を先にしていて、食べ終わった後は遊びに行く子がいるから、アンケートにも

あったように、「給食当番嫌や」というのはそういうことだと聞いています。 

  話が食育に関することに戻りますが、中学校はどんなふうにしているのかお聞きしますと、そ

の中学校は、この２年間全然できてなかったのですが、家庭科の先生がおられるので、６月頃か

ら調理実習として、「自分のことは自分でできるようになりましょう」ということを目指して、

弁当づくりなどを自分でできるように、そういった実習もやっとでき始めたというような状況だ

とのことでした。ですので、栄養士がいる、栄養教諭がいる学校はいろいろなことができるけれ

ども、学校によっては家庭科の先生がやっているところもあれば、家庭科が専科の先生ではない

学校もあるので、なかなか同じように進めていけないというのが実情なのです。そういうことを

聞きましたから、なるほど、学校によってそういったことで違いが出ているのは、いろいろなと

ころで選択することによって選べる利点というのはもちろん子どもたち一人一人にあるのですが、

そのことによってやはり少し時間的に僕らは何か遅くなって、それも返しに行かなあかん。それ

を、返しに行くのも当番ではなくてもう個人にしましょう、ということに変えたのです、とのこ

とでした。そういうこともできます。やり方をそろえないといけない部分というのはどうしても
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出てくるし、やはり全員給食で食缶方式にして、一緒に待って「いただきます」というふうに、

そういったことも必要なのかなという気がします。 

○伏見市長 みんなで一緒に一斉に食べるかとか、片づけを当番制でやるんだったらみんなでやる

かとか、いろいろな考え方はあると思いますが、教育という観点においては、みんなが学べる、

そういう体制というのは一定必要なのかなというふうに思います。この給食というのが教育とい

うのであればですね。それと、食育という観点においては、先ほどの話をお聞きする中で、確か

に調理実習も食育という、学ぶ一つの機会ではあるなと思いました。 

  子どもたちにとっては、食べ終わったらすぐに遊びに行けるという自由があったほうが、それ

はいいと思いますし、嫌いなものを食べなくて済むとかもありますね。あるいは、当番に当たっ

たら準備するのが面倒や、当たりたくないとか、あとは仲のいい友達が、給食であるかお弁当で

あるかによって時間の使い方がそれぞれ変わってくるので、そうするとまあ仲のいい友達がお弁

当にすると、お弁当のほうがいいとか、そういうことも出てくるのかなと思います。もちろん子

どもたちのそういった好み、嗜好というものはあると思いますので、これは教育という観点から

すると、一定のルールといいますか、学ぶ機会としては共通の思いというのはあったほうが望ま

しい。今の給食の状態は、食育という観点でいいますと、ひょっとしたら、七夕とかそういう何

かの機会のときに給食をとっている子どもたちだけが食育の場面があるのかもしれないですが、

ここに参加していない学校とか、参加していない子どもは食育の機会があることにはならないと

いうことなのですね。 

○尾川教育長 よろしいでしょうか。 

○伏見市長 はい。 

○尾川教育長 今、市長にご指摘いただいた点からすると、やはり先ほど谷元委員からもありまし

たけれども、中学校では家庭科とか、場合によっては理科とかでちょっと計量カップ使ってみた

りとかっていう部分で、それなりに食育につながる部分はあるとは思うのですが。また、学習指

導要領でもいろいろな場面で、とは言っているものの、実際の時数が家庭科もせいぜい週１コマ

ですし、その中での単元のいくつかの一つなので学ぶ機会というのがやはりなかなか少ないとい

うのがあります。実際、総合学習の中で、このＳＤＧｓに絡めてやっているような学校もあるよ

うには少し聞いてはいるのですけれども、そうなると、市長ご指摘のように、一部の子だけがや

るというような状況になっていますので、そういう意味ではこの義務教育という観点からいきま

すと、少なくとも中学校まではみんなが同じような機会をもって学んでいくという、そういう意

味でも学習指導に含めて、その食の自立に向けた取組が重要という流れになっておりますので、

その意味でもしっかりと取り組むためには、毎日、給食があることによって学びの機会が得られ

るというのが一番大きいというところはあるかなとは思います。 

  先ほど、谷元委員からもご指摘あったように、栄養教諭がそんなにいるわけではないので、そ

ういう意味では子どもたちだけではなくて、先生も含めて、学校全体で食育に取り組むと。 

  今回、食育推進基本計画も見直しになってくると思いますけれども、大人の食育につなげるた

めにはやはり子どものときからしっかりと学んで、中学校までに基礎が身についていることが大

事なのではないかと。これまでのその選択制の趣旨でいけば、中学校になればいろいろ選択でき
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るという、そこは大人になる一つという面があったかもしれないのですけれども、これまでの取

組だけではやはりそこが十分ではないというところで、学びの機会をしっかり持っていくという

意味でも、中学校までは全員給食で機会を設けたいというのがあるかなというふうに思っていま

す。 

  あともう一点、本当のことを言えば、この新しい指導要領でも「個別最適な学び」といって、

総合科学技術・イノベーション会議でも、同調圧力からの解放といったようなことも言っており

ますけれども、その意味でいくと、全員給食したら同調圧力になるのではないかという見方もな

くはないのですけれども、逆に、今の話からいくと、同調圧力で給食食べないほうに行ってしま

いますので、その意味ではそこから一旦開放するためにも、ちゃんと全員給食をした後に、本当

に自立できたら、もしかしたら給食をやらなくてもいいときが来るかもしれないのですけれど、

先ほど、冒頭に申し上げましたように、そういう意味ではセーフティネットという別の意味もあ

りますので、その合わせ技といいますか、今後も全員給食を取り組んでいくということが大事だ

と感じました。 

○伏見市長 確かに、子どもたちが自ら学び、自ら考え、そして判断していける大人になるように、

我々が、義務教育の場で、子どもたちの成長を支えていく必要があると思います。この中学校給

食においては、必ずしもそういうところでないというか、同調圧力とか、いろいろな事情の中で、

こういった学ぶ教材であり、本当にいい機会が逃されているように、そんな感じも見受けられま

すね。 

  我々としては、正しい考えで判断できるような教育をしていくということは基本、必要なこと

ではあるけれども、今の実態を見据えた中で、教育という観点から、給食も考えていかないとい

けないと思います。 

  協議のほうも１時間たちましたので、少しここで換気の休憩を５分ほど取らせていただきたい

と思います。 

（休 憩） 

○伏見市長 それでは、再開させていただきます。 

  先ほどから、それぞれに意見をいただく中で、意見交換させていただいていますけれども、ど

うでしょうか、ほかにこれだけは言っておきたいというようなことございますか。 

○谷元委員 就学援助のことなのですが、ちょっと調べてみたのですね。そうすると、枚方市の中

学校の生徒で、就学援助の認定者というのは約２，１００人、令和３年度、２０．４％、そのう

ちの給食喫食者数というのは１，１１２人、５２．９５％という報告を受けていまして、残り９

８８人、約４７％の生徒はどうしているのかと。もちろんちゃんとお弁当とか、あるいはコンビ

ニパンとかコンビニ弁当持って来ているというふうには思うのですが、先ほど、近藤委員からも

ありましたように、１食しか食べていないという子がいるのですよね。 

  こういうことを言っている方がいますので、少し紹介したいと思います。 

  これは京都大学の人文科学研究所の准教授の藤原辰史さんという方なのですが、「子どもの７

人に１人は給食が命綱」という、日本の貧困についてということで書かれていまして、食をめぐ

る問題の一つは貧困です。食事も満足に取れないような生命に関わるレベルの貧困にあえいでい
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る人がコロナ前から多くいます。しかも、コロナ禍がこの貧困に拍車をかけている。中でも、注

視すべきなのが大人の貧困にひもづく子どもの貧困です。自宅で十分に食事ができず、学校給食

が命綱という子どもは、コロナ前でも７人に１人、これは国の統計で出ているものなのですけれ

ども、これは格差という表現で済ませられるような問題ではなくて、生存が脅かされるほどの貧

困という事態が起こっているということなのです。地域の人々が無償、あるいは低額で食事を振

る舞う「子ども食堂」、枚方にもこれがございますけれども、これが各地に増えていますが、こ

れはこうした窮状を見かねてのことでもあるでしょう。給食や子ども食堂のような共同で食事を

する場所がたくさんの人たちの命をつないでいたわけです。 

  ところが、コロナ禍で学校が休校して、給食が中止になってしまった。あるいは、学校が再開

しても子ども食堂が開けないままになってしまった。もともと厳しかった状況に、コロナが追い

打ちをかけているわけです。そういう意味で、まさに給食は命綱であり、この重要性がコロナに

より明確になってきました。このように述べておられました。 

  テレビを見ますと、もう大学生が食事を取れないといいますか、そこでいろいろな方々が寄附

のようなもので食材を提供していたら、本当にたくさんの学生が、京都なんかでもそれを取りに

来るという現状がやはりこのコロナで見えてきましたが、今までそういうのは私も見たことなか

ったのですけれども、本当にこういったことが目に見えて、目の前で起こっているということに

関して、もっと私たち教育に関わる者がその現状を見ていかなければならないというように思い

ます。 

  枚方でも、私が心配していますのが、不登校の生徒がいるわけですけれども、その子たちの中

に本当に食事が取れているのかどうかということ、これを調べていく必要もあるというふうに思

うのです。 

  ある校長に、このことを指摘してお聞きしますと、いや、それはうちは問題ない。けれどもき

ちっとやっぱり見ていたらそういったことはないし、たまにお弁当を忘れてくる子がいても、余

っているランチボックスを渡す、後で費用についてはもらっているということでした。 

  ある中学校の校長に聞きましたら、先週久しぶりに学校に登校した子がね、非常に痩せて、そ

んなに長くじゃないんですけれど、ちょっとの間来なかった子がすごく痩せていたのでびっくり

して、どうしたのって聞いたんだけども、答えられなかった。不登校ということで精神的な面も

あったんだろうし、それから家の状況もあったのかもしれませんけれども、やはりそういったこ

とを注視して、子どもの状況、実態というものを見ていく必要があるのではないかと。だからこ

の子どもの貧困ということに関しても、教育委員会としても、どこかで見ていって、調査も必要

なのかということを感じました。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  ほかはございませんか。持っているもの全部出していただけたら。準備していなくても思うと

ころを言っていただいたら。 

  中西委員。 

○中西委員 私の知り合いの先生が、独自に調査をされたのですが、そういう子たちはやっぱり子

ども食堂にも来ていないということなので、やはり給食が本当にセーフティネットで、命綱とい
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うのはそのとおりだなと思います。親に行ったら駄目とか言われるとか、そういう状況にもある

っていう話をちらっと聞いたこともあります。家に帰っても多分１人で食べている子もいるだろ

うし、共働き世帯も増えているので。だからやはりみんなで食べること、嫌いなものでも出され

て少しでも食べるということは絶対大事だと思います。やはり小中学生のときに基礎がついてい

ないと、大人になっても自分がそういう環境を、またさらに子どもに与えてしまう可能性もある

と思うので、たくさん食べて体を作って、心も豊かにするというのはすごく大事だなと思います。 

○伏見市長 制度としてはもう準備されている、選択制ですから、選んでいただく。選べば、それ

を実行できるところにあるのですけれども、それが必ずしもその選択をするかどうかっていうと、

多くの子どもは選択しているのかもしれないけど、選択していない子どももいる。その実態です

よね。先ほど、細かい調査はないので、一人一人の情報ということではない、推計であるけれど

もということで近藤委員が言われたとおり、推計すれば９０人ですか、小中合わせて９０人の子

は１日１食しか取っていない可能性がある。ひょっとしたらもっと多いかもしれないし、もっと

少ないかもしれない。実態として、いることは間違いない。そういった中で、給食が命綱になっ

ているケースがあるということ。これはやはり重く受け止めなければならないと思いましたね。 

○尾川教育長 １点補足で申し上げますと、そういう意味でいきますと、これまでは選択制とい

うやり方で、選択制といいながらできるだけ選択する子を増やしていこうという取組は進めてい

ってはいるのですけれど、教育委員会全体ではある程度、先ほど説明があったようにはできてい

ますが、学校ごとの取組はやはりそこまで進められていないという面があるのと、そういう意味

では、今後、学校にしっかりこの食育の重要性というのを改めて理解を求めながら、取り組む必

要があるなということが１つ。 

  あとは、そもそも論でいきますと、あくまで行政サービスという観点で見たとしても、これま

では徐々に進めてきていたので、いずれは７・８割、９割になったらいいなという思いもあった

かもしれないのですけれども、結果的に、今の平均でいうと３５％の子たちしか選択していない

ということになりますと、やはり行政サービスの公平性という観点でも、先ほどから話出ている

しんどい子に本来手当てすべきところが、そこにお金が行かずに、それ以外のところだけにとど

まっているっていう意味では、やはり全員給食にすることによって、等しくサービスが受けられ

るようになるという面で、そういう意味でもそこがまさにセーフティネットといった話にもなる

とは思います。そういった点をやはりこれまでの取組の結果として、選択制ではちょっと限界が

あるので、学校給食法が求めているその食の自立という、すべての子たちが食で自立できるよう

にという観点でいくと、やはりしっかり全員給食にしていくということが必要です。そのために

も今後、しっかりと学校のほうにこの趣旨を伝えて、かつ、説明の中で、最初はモデル校と言っ

ていたのですが、先行導入校と、名前をちょっと変えさせていただいたのは、モデル校というと

何かやらなくてもいいかと見えてしまうので、全員喫食になるタイミングではもうみんながぱっ

とできますよというために、事前にしっかりと幾つかの学校で、二、三校は先行的に導入して、

食育を進める意義という検証も含めて、どういう形でやるのが一番なのか、早めにやっていって

もらって、課題があったらもうその時点で解決した上で全校でしっかりやっていく。そういうあ

たりも含めて、まだ素案段階ですけれども、最終になるまでもしっかりと学校にも伝えながら、
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また今回、先ほど話があったように、アンケートの回収率が低かったというところもありますの

で、改めてパブリックコメントをする中で、しっかりと周知をして、もう一度その学校の取組と

してやっていただくということも含めて考えていきたいなと思っています。 

○伏見市長 ほか、どうですか。ございませんか。 

○橋野委員 やはりおなかがすくとイライラしてしまうと思うので、中学校で全員給食を導入され

ると、性格面がちょっと落ち着いたりするとかいうのもあると思うので、一日も早く子どもたち

に栄養のある給食を食べてもらえるようにしていただきたいと思います。 

○伏見市長 近藤委員はどうでしょう。 

○近藤委員 今すごく重要なことを尾川教育長がおっしゃっていただいて、今回のアンケートが、

この回収率になったというのは事実であって、次、パブコメの段階で広くやはり税金をどう使っ

ていくということを、市民に対して周知していただく。食育に関しても非常に重要であるという

ことを、立てつけをまずは広く知っていただくことが中心のパブリックコメントの周知の仕方を

していくということが非常に重要なのだろうと思います。 

  当然、先ほど教育長がおっしゃったとおりで、恵まれていない子に、やはりそこにサポートし

ていくのが行政の仕事とすれば、恵まれている子、恵まれてない子というのは、このアンケート

上では分かりにくいですけれど、やはり学校の役目、そこのところで周知徹底して、恵まれてい

ない子はセーフティネットの中にのせていくということが非常に重要だというように思いました。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございます。 

  そうしましたら、皆さんからのご意見をいただきまして、私のほうから最後に２点述べさせて

いただいて、終わらせていただきたいと思います。 

  皆さんと今日は意見交換させていただいて、まさに様々な観点から中学校給食、全員給食にし

ていくべきだなと考えるところであります。 

  一つは、先ほど来ありますように、貧困の問題、これは教育の問題もそうなのですけれど、ど

ういう家庭に生まれても、平等に、公平に、教育を保護者には受けさせる義務があるということ

なのですけれども、本当に誰一人取り残すことなく、しっかりと教育の機会を、我々は提供して

いかなければならないという中に、この給食もその一つであると思います。 

  家庭の事情、この家庭の事情というのは、経済的な問題もあるし、考え方も含まれていますけ

れども、家庭がこうだから子どもたちが給食を食べられない、あるいは食事自体を食べられない

というような状況がないようにすることも、この全員給食の一つの大きな役割になってくるのか

なと思います。 

  それからあとは、子どもたちの成長の中で、栄養のバランスの取れた、必要な栄養、量も含め

て、しっかりと確保してあげる必要があると思います。 

  将来にわたって、子どもたち、大人になる過程で、この時期に必要な栄養は取れているか取れ

ていないか、これはもう、将来、健康あっての体あってのいろいろな人生になりますので、そこ

をしっかり作っていくに当たって、給食というのは、非常に大きな要素になるものと思います。 

  １日１食、あるいは朝ご飯を食べない、そういう家庭に育った子は、恐らく大人になって、ま
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た、家庭を持ったときに、同じような連鎖を繰り返す可能性がありますね。だからそういった面

でも、この食育というのは非常に重要であると。必要な栄養を取るということだけでなく、食と

いうものが健康にどれほど重要なものであるかとか、習慣もありますけれども、そういうものを

この給食を通して学ぶ非常に重要な機会だと思います。やはり給食を取らない子と取る子の格差

が生まれてしまうので、全員にしっかりと教育をする、そういう機会を我々は作っていく必要が

あると思います。 

  それ以外にも、専門家のいろいろ指摘もございますけれども、今回様々な観点から、論点から

中学校給食に関する方針というのを皆さんに策定していただいたところで、先ほどの資料にもあ

りますけれども、今後の中学校給食に関する方針（素案）概要の３ですね、３のところにもお示

しいただいております。この様々な理由においても、望ましい栄養量の摂取でありますとか、多

様な食に触れるとか、これらは、私が申し上げたこととも重なるところはありますけれども、こ

ういった様々な観点からも、すべての生徒が中学生にとってふさわしい給食を食べることができ

る環境を整備し、すべての生徒の健全な成長を支えていくために、中学校給食の全員給食を着実

に進めていくという、この方針は私としても同意するところですので、進めていただきたいと考

える次第です。 

  それから最後に、この給食の事業だけではありませんけれども、進めるに当たっては財源も必

要になってきますので、このことは様々な教育事業の中で優先順位をしっかりと見極めていただ

いた中で、この事業は優先順位が高いということで方針を策定していただいたわけですけれども、

様々な事業の優先順位を取るとともに、この国のいろいろな制度を活用した、これは中学校給食

だけではなくて、様々な事業において、国や府の制度を活用する中で財源を確保していくと。そ

れから自らの事業を見直していただくとか、そういう努力も皆さんにはしていただきたいと思い

ましたので、そのあたりもぜひお願いします。 

この事業については優先順位が高いので進めていただきたいと思いますので、お願いします。  

以上で、私からの意見とさせていただきます。 

  本日は、長時間にわたりまして、皆さんと十分な意見交換ができたと思います。 

  総合教育会議、今日はこれにて閉会とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

 

 


